
News release 

 

ＨＳＤＰＡ方式の

ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長：

ービスの導入を目指し、本日付けでＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇ

局の免許を取得し、フィールド試験を開始しました

 

ＨＳＤＰＡは、３ＧＰＰのリリース５仕様で定義された

値：最大１４．４Ｍｂｐｓ）を提供します。日本国内にお

を受け、関係法令の改正作業が進められています

技術評価を行うことにより、商用システムの導入を

 

本日開始するフィールド試験は、２ＧＨｚ帯の周波数

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
! Vodafoneおよびスピーチマークデバイスは、Vodafone Gro
! ボーダフォングループは、世界２６か国で約４億１６４０万人

か国の事業者と提携して世界をリードする携帯電話会社です 
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〒105-6205 東京都港区愛宕 2-5-1 
www.vodafone.jp 
２００５年２月１４日 
Ｎｏ．０４ｂ-０1３ 

 

フィールド試験を開始 
 

 

津田志郎）は、第３世代移動通信システムへの高速データ通信サ

ｈ Ｓｐｅｅｄ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐａｃｋｅｔ Ａｃｃｅｓｓ）システムの実験用無線

。 

高速データ通信方式で、ダウンリンクの高速パケット通信（理論

いても、本方式の導入が適当であるとの電波監理審議会の答申

。本フィールド試験は、実際のフィールド環境でＨＳＤＰＡシステム

促進させることを目的としています。 

を使用して、東京都江東区およびその周辺で実施します。 

以上 

up Plcの登録商標または商標です。 
以上の加入者（２００４年１２月末現在、出資全子会社の合計加入者数）を持ち、さらに１４
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 参考資料  
 

ＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ Ｓｐｅｅｄ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｐａｃｋｅｔ Ａｃｃｅｓｓ） 

ＨＳＤＰＡは、３ＧＰＰのリリース５仕様で規定された高速データ通信技術です。現在のＷ-ＣＤＭＡ方式ではデータ

伝送速度は３８４ｋｂｐｓまで実現されていますが、この技術を用いることにより理論上最大１４．４Ｍｂｐｓの高速 

データ通信サービスが可能になります。ＨＳＤＰＡは現在採用されているシステムとの親和性・互換性が高く、  

Ｗ-ＣＤＭＡ方式で高速データ通信サービスを提供するためには不可欠の技術として開発が進められています。 

 

 

 


